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オランダ石炭公社（Dutch State Mine）を祖とし
120年にわたり、社会課題の変化に合わせ事業ポートフォリオを大胆に変革

炭鉱 石油化学 栄養、健康、バイオサイエンス
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サステナビリティと事業における6つのコアとなるプラットフォーム

サステナブルな畜産を実現するために

3 3

We Make It Possible サステナビリティは重要なビジネスドライバー

If not us, who? If not now, when?

WE MAKE IT POSSIBLE

世界人口は2050年までに97億人に到達：

DSMの持つ能力を使って人々と地球のサステナビリティ向上に貢献
サステナビリティは実現すべき責務かつ事業成長のチャンス



正確な環境LCAの測定を伴った
フルエコシステムアプローチと改善計画は基本的要素

サプライヤーの観点から
単一ステップのエコシステムへの
製品主導によるアプローチは
既に多く存在

単一業界からのアプローチから

動物性タンパク質生産の
環境フットプリントを示し
科学に基づいたソリューションでの
改善手法を示し測定する為の
フルエコシステムアプローチの
必要性

フルエコシステムアプローチへ

動物の健康も
含めた家畜生産

糞尿などの
排出

食品加工場穀物と原料の影響を
含めた飼料製造

フルエコシステム
エミッションと

環境フットプリント

CH4 N2O
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間接的
排出削減

従来の
チーズ

廃棄直接的
排出削減

搾乳
機会損失

加工時の
ロス

フットプリント
削減チーズ

-37%

動物健康

乳房炎抑制
抗生物質

コンタミの削減

家畜生産性

繁殖率改善
飼料効率改善
蹄病の軽減

型や
切り分け時の
ロス削減

シェルフライフの
延長

天然由来防腐剤
スマート包装

メタン
抑制

フードロスと廃棄

2050

乳業バリューチェーン
(Global Dairy Platform)

は
バリューチェーンから
脱炭素を約束し
ネットゼロに向けた
野心的な目標を設定

例: スコープ3 乳業バリューチェーンにおける脱炭素

Based on DSM data and 3rd party LCA commissioned by DSM in 2021 for selected solutions, according to FAO LEAP Guidelines and ISO standards
Base case uses a current Dutch dairy system and Gouda cheese production

システムの境界を越えた科学的かつ実証済みの
ソリューションを組み合わせた測定手法で
スコープ3に対応



We bring progress to life™



4Revs フードテックチーム紹介

1

4Revs （= 4 Revolutions ） とは？

◆NPO 法人 NELISが主宰

◆「 4 つの生存課題」を目的とした共創のエコシステム

◆’23年度現在、25 の企業 ・ 機関から約 240 名が参加

食糧 水

資源 エネルギー

・’22年度： フードテックチーム立ち上げ、「プラントベースフード：PBF」をテーマに

事業共創プログラム
（2年間）

【ピラー・スポンサー13社】
アスクル株式会社
株式会社セールスフォース・ジャパン
たねやグループ
帝人株式会社
株式会社東芝
日建設計株式会社
日本電気株式会社
株式会社日立製作所
丸紅株式会社
みずほ銀行
パナソニック株式会社
横河電機株式会社
不二製油株式会社

【コミュニティ・パートナー12社】
井村屋株式会社
KDDI株式会社
京セラ株式会社
サッポロビール株式会社
サントリーホールディングス株式会社
大建工業株式会社
東京エレクトロン株式会社
BIPROGY株式会社
株式会社丸井グループ

4Revs参加企業一覧（23年度）

・’23年度：プログラム最終年度として、社会実装に向けた具体的な事業構想へ



SAKE Generation概要

■経営理念：「SAKE」の魅力を全世界に、そして次世代に伝える
国内における酒類離れの傾向は顕著となっており、ここ数十年での比較では「20代の若年層」で30％以上の減少率。金額ベースでは40代-50
代の年齢層においても健康意識の変化や経済状況等に起因し、酒類離れが進んでいる実態にある。
お酒を通し、「食、そして関連する周辺文化を“楽しみ、学び、旅する“ことができる」本業界において、この実態は深刻な社会的課題である
と認識している。
国内における「観光・文化・生活」をも網羅する私たちの業界に再起をかけるべく、先進的な取り組みでグローバルな市場に挑戦し、本課題
の解決を図る。

■ICHIDOブランド事業について（事業コンセプト）
「スパークリング酒の可能性に挑戦し、未知の市場を切り拓く。」
スパークリングは腹痛を起こすと嫌われていた1970年代から50年が経過し、世界第3位のシャンパン大国となった日本。成功の秘訣は、消費
者にシャンパンの良さをきちんと正しく伝えたことだと言われている。
その一方で、スパークリング日本酒が誕生してから20年余り経った今、その良さが未だ大きく認知されているとは言えない実態にある。例え
ば欧州で人気のキャビアは、「スパークリング酒との相性が良い」とシャンパン愛好家に言わしめるほど。コメが様々なおかずとマッチする
ように、米ベースのアルコールもまた、いろいろな食材とのハーモニーを楽しむことができる。
私たちは、スパークリング酒の大きな可能性を信じ、新しい市場に“お客様が喜ぶ価値体験”を提供していく。



デザイン
和テイスト×シンプリシティを追求したモダンデザインにより、Amazon
スパークリング酒ギフトランキングトップ5をキープ

ブランド「ICHIDO」
・グローバル展開を視野に入れ、外国人の覚えやすい言葉の市

場調査を実施。（グローバル商標登録済）

・美味しく楽しい体験価値を提供するための「3つの意味」

テイスト・泡製法（シャンパンのプロ監修）
・何百人ものテイスティングを経てたどり着いた味

・最も手間暇のかかる瓶内2次発酵製法（シャンパン製法）による泡
・初年度にして、国内外金賞多数

ICHIDOの強み



品評会受賞履歴
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2020発売開始

2022

MILANO 酒 CHALLENGE 金賞（イタリア）

(ROSE) 

CINVE (スペイン） (JUNMAI DAIGINJO)

2021

FEMINALISE 金銀賞 （フランス）

(SPARKLING/ROSE) 

KURAMASTER 金賞 （フランス）

(JUNMAI DAIGINJO)

2020

OMOTENASHI SELECTION 金賞

（日本） (DRY/SPARKLING)



ICHIDOの体験価値の提供

異業種コラボレーション
ファッション系（Atomos ・ DIET BUTCHER）やお花、猫アンバサダ
ーなど新しいコラボレーション実施

新ペアリングの提案
ペアリングコース・カクテルレシピの提供、新しい形のイベント実施

外国人が楽しめるイベントの提供
歌舞伎座やフグ×SAKE等、在日外国人向けイベント実施



ICHIDOの持続可能な未来への貢献
ペーパーレス・パッケージ最小化
納品書送付廃止（ペーパーレス）や二重梱包廃止（ギフトBOXは
プチプチ梱包）により、家庭内廃棄レスに貢献

繰り返し使えるエコな商品開発
溶けずに味をキープでき、かつ繰り返し使えるエコなアイスキュ

ーブの販売

ミニサイズボトル
美味しく飲み切れるサイズでの販売により、余ったお酒の廃棄レス
に貢献



ICHIDOヒストリー
2022年より米国拡大

グローバル展開
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